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平成 26 年７月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 25 年９月６日に公表しました平成 26 年７月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異

について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 26 年７月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異 

（平成 25 年８月１日～平成 26 年１月 31 日）                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,230 1,050 1,070 650 1 円 95 銭

実 績 値 （ Ｂ ） 7,464 1,204 1,343 869 2 円 60 銭

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 234 154 273 219 －

増  減  率 （  ％  ） 3.2 14.7 25.5 33.8 －

(参考)前期第２四半期実績 

(平成 25 年７月期第２四半期)
6,224 919 1,033 653 1 円 96 銭

（注）当社は平成 26 年２月１日付で普通株式１株を 100 株に分割する株式分割を行っております。１

株当たり四半期純利益は前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して算定しておりま

す。 

 
２．差異の理由 

スキー場事業において、国内及び海外での営業活動を強化したことにより、夏季シーズン及び冬季

シーズンの集客が想定以上に好調に推移し、営業利益が前回発表予想に対して 154 百万円上回ったこ

とに加えて、営業外収益について、株式市場の活況により投資有価証券売却益を 71 百万円計上した

こと、不動産市況の回復に伴い、不動産私募ファンドから物件売却による利益分配があり、匿名組合

投資利益を 34 百万円計上したこと等により、経常利益が前回発表予想を 273 百万円上回り、それに

伴い、四半期純利益も前回発表予想を上回りました。 

なお、平成 26 年７月期通期連結業績予想数値については修正いたしません。 

 
以上 


